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令和 ８ 年度

工事箇所：香取郡多古町南玉造

路 線 名：主要地方道 佐原八日市場線

玉造大橋
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注記）

1.補修箇所は、必ず現地確認の上で施工を行うこと。

2.施工に際しては、必ず現地にて補修箇所及び数量を

　確認の上で行うこと。
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令和 ８ 年度

工事箇所：香取郡多古町南玉造

路 線 名：主要地方道 佐原八日市場線

道路メンテナンス(橋梁)工事(玉造大橋補修工)
ひび割れ補修工 L=96m 断面修復工 V=1.0m3



玉造大橋 補修一般図(その2)
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補修工種 適用箇所

断面修復工

ひびわれ補修工

A1側取付部、A2側取付部

舗装打換え、床版防水工
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主桁、横桁、床版、下部工

主桁、床版、下部工
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洗掘部補修工 A2橋台洗堀部
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令和 ８ 年度

工事箇所：香取郡多古町南玉造

地覆、主桁、横桁、床版、下部工

路 線 名：主要地方道 佐原八日市場線

注記）

1.補修箇所は、必ず現地確認の上で施工を行うこと。

2.施工に際しては、必ず現地にて補修箇所及び数量を

　確認の上で行うこと。



玉造大橋 伸縮装置補修工

S=1／50橋　面
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至 香取市

P1

5747600

5747600
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S=1／5

埋設型ジョイント 埋設型ジョイント 埋設型ジョイント

橋台または床版

舗装

床版

600

B

埋設ジョイント工参考図

本図の埋設ジョイントは、NEXCO構造物施工管理要領に則り、性能確認試験を行っている。

舗装

50 50

埋設ジョイントの実物大供試体試験の結果、損傷度０の評価を得ている。

設計伸縮量

40mm以下 

適用範囲
最大遊間

75mm以下 

ジョイント幅(mm)

固定：400～600

可動：500～600

ジョイント厚(mm)

50～150mm

<止水性に関する備考>

マトリクス502バインダー塗布

D骨材散布

バックロッド キャッププレートW=200

ピン

プライマー塗布

マトリクス502合材
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令和 ８ 年度

工事箇所：香取郡多古町南玉造

路 線 名：主要地方道 佐原八日市場線

注記）

1.補修工事に先立って、必ず現地計測を行い、

　補修数量と現地状況を確認すること。



玉造大橋 舗装打換え、床版防水工
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"a"部詳細
計4箇所

77367736

※舗装打換えは伸縮装置分を控除している.

導水パイプ
  L=7.342m

導水パイプ
  L=7.488m

舗装打換え工
(A1側取付部)

舗装打換え、床版防水工
(車道部)

導水パイプ
  L=7.342m

舗装打換え、床版防水工
(車道部)

舗装打換え工
(A2側取付部)

導水パイプ
  L=7.488m

舗装版切断
  L=5.8m

舗装版切断
  L=5.8m

取付部舗装詳細図

現　況 計　画

アスファルト舗装
(t=50mm) 

車道部舗装詳細図

現　況 計　画

床版 床版

床版防水：塗膜系防水材

アスファルト舗装
(t=50mm);推定 (t=50mm) (t=100mm);推定

(t=50mm) 

表層：再生密粒度アスコン(13) 表層：再生密粒度アスコン(13)

基層：再生粗粒度アスコン(20)

端部止水処理要領図

横断勾配

地 覆

床　版

 床版防水工
(塗膜系防水）

(セロシ－ルSS同等品以上）
 成形目地材　幅50mm　厚5mm

(シルバ－メッシュ同等品以上)
 端部目地処理　幅150mm

 導水パイプ
(ドレイナーφ18同等品以上)

表層As舗装
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玉造大橋 舗装打換え、床版防水工
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工事箇所：香取郡多古町南玉造

路 線 名：主要地方道 佐原八日市場線

注記）

1.補修工事に先立って、必ず現地計測を行い、

　補修数量と現地状況を確認すること。

2.既設舗装を撤去後、床版上面を目視点検し、

　健全であることを確認の上で施工を行うこと。

　床版上に劣化が認められる場合は、断面補修もしくは

　床版部分打換えの実施について監督職員と協議すること。

3.現地状況に合わせて排水勾配を確保すること。

舗装打換え面積(取付部)
幅(m) 長さ(m) 箇所数 面積(m2)

合　計 39.8

1 19.93.681A1取付部 5.400

13.681A2取付部 5.400

A1～P1 7.736

長さ(m)

41.8

面積(m2)

合　計 83.6

幅(m)

5.400

舗装打換え面積

床版防水工面積

(車道部)

(車道部)

P1～A2 7.7365.400 41.8 19.9

導水パイプ 7.488

長さ(m)

1

員数 数量(m)

成形目地材

合計

合計

備考

A1～P1上流側

端部防水処理工数量

端部目地処理

29.66

8.360 2

33.44

7.49

16.72

(車道部)

7.342 1 7.34

A1～P1

A1～P1 7.736

長さ(m) 面積(m2)

合　計

幅(m)

5.400

P1～A2 7.7365.400

41.8

83.6

41.8

A1～P1下流側

7.342 1 7.34

7.488 1 7.49

P1～A2上流側

P1～A2下流側

P1～A28.360 2 16.72



(主桁：側面・下面)
S=1／30橋 下 面
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豆板補修工

断面修復工ひびわれ注入工

豆板補修工

断面修復工

ひびわれ充填工豆板補修工ひびわれ注入工

ひびわれ注入工

断面修復工

豆板補修工

ひびわれ注入工

断面修復工

ひびわれ注入工 豆板補修工
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注記）

  1.補修箇所は、必ず現地確認の上で施工を行うこと。

　2.施工に際しては、必ず現地にて補修箇所及び数量を

　　確認の上で行うこと。

  3.詳細図は「コンクリート補修工(その6)」に記載する。

玉造大橋 コンクリート補修工(その1)

鉄筋露出

剥離

打継ぎ

凡例

0.2mm以上のひびわれ うき

豆板

欠損
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／縮　尺

事業者名

会 社 名

作成年月日

図面番号

工　事　名

図　面　名

道路メンテナンス（橋梁）工事

図示

(玉造大橋補修工)

玉造大橋 コンクリート補修工(その1)
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工事箇所：香取郡多古町南玉造

路 線 名：主要地方道 佐原八日市場線



(主桁：側面・下面)
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 L2=104 

 L3=131 

 L4=227 

 L5=297 
 L6=411 

 L7=218 

 L8=177 

 L1=395 

 L1=333  L2=585 
 L2=489 

 L4=266 

 T-2-100x100 

 H-250x150  H-5-100x100(4-8) 

 T-200x100 
 H-250x50 

 H-300x50 

 H-900x100 

 H-300x300 

 H-2-150x50 
 H-100x50  H-150x200 

 H-50x50 
 H-550x50 

 U-50x50 

 T-2-100x100  U-150x100 

 U-1100x100 

 U-2-100x100 

 H-1100x370 
 U-1350x370 

 U-250x100 
 U-800x350 

 T-100x100 

 T-100x200 

 U-300x100 
 U-300x100 

 T-100x100  T-200x100 

 H-200x100 
 H-250x100 

 T-150x150  T-50x50 

 T-200x100 
 T-450x100 

 T-750x370 

 T-500x100 

 T-50x150  U-400x200 

 U-750x370 

 U-650x370 

 T-350x150 

 T-200x100 

 T-300x450  U-100x100 

 M-2-200x50 

 M-200x50 

 M-100x100 
 M-600x100  M-1500x250 

 M-300x150 

 M-250x100 

 M-1000x150  M-500x100 

 M-650x100 

 M-200x200 

 M-200x100 
 M-600x100  M-2-200x100 

 M-1700x200  M-400x100 

 M-350x100 

 M-550x370 

 M-1300x150 

 M-100x100 

 M-400x100 
 M-100x100  M-200x100  M-850x100 

 M-500x150 

 M-400x50 
 M-1650x100 

 M-2-200x100 

 M-300x350 

 M-100x100 

 M-400x200 

 M-100x50 
 M-100x200 

 M-100x250 

 M-350x200 

 M-1400x100  M-150x150  M-100x100 

 M-100x200 

 M-850x100  M-250x100 
 M-100x100 

 M-150x150  M-150x100 

注記）

  1.補修箇所は、必ず現地確認の上で施工を行うこと。

　2.施工に際しては、必ず現地にて補修箇所及び数量を

　　確認の上で行うこと。

  3.詳細図は「コンクリート補修工(その6)」に記載する。

玉造大橋 コンクリート補修工(その2)

鉄筋露出

剥離

打継ぎ

凡例

0.2mm以上のひびわれ

うき

豆板

漏水・遊離石灰露出を伴うひびわれ

千 葉 県  成 田 土 木 事 務 所

／縮　尺

事業者名

会 社 名

作成年月日

図面番号

工　事　名

図　面　名

道路メンテナンス（橋梁）工事

図示

(玉造大橋補修工)

玉造大橋 コンクリート補修工(その2)

 7 18

令和 ８ 年度

工事箇所：香取郡多古町南玉造

路 線 名：主要地方道 佐原八日市場線



(主桁：側面・下面)
S=1／30橋 下 面

G5G5

C1 C2P1

A1

至 多古町至 香取市

A2

下流側

上側

下側

上流側

上側

下側

主桁 G5

P1

P1

 1 

 1 

 1 

2
 1 

 L8=231 

 L7=223 

 L6=182 

 L5=355  L4=1069 
 L3=110 

 L2=319  L1=354 

 1 
 1 

 2  1 
 2 

 3 

 4  5 

 6 
 L1=458 

 1  1 

 1 

 2 

 3 

 1 

 1 
 1  3  2 

 2 

 L13=328 

 L12=269 
 L10=254 

 L9=331 

 L8=121 

 L7=346  L6=309  L4=313 

 L3=311 

 L1=1941 

 1 

 1 

 2 
 1 

 1 

 2  4 

 5 

 6 

 1  2  1 

 3  4 

 3 

 5  6 

 2 

 3  4 
 5 

 1 
 2  6 

 1 

 1 
 1 

 4  1 

 2  3 
 5 

 6 
 7 

 8 

 1 

 6 

 7 

 8 

 1  2 

 3 
4

 2 
 2 

 3  4 
 5 

 1 

 2  3 

 4 
 1 

 5 

 1 
 2 

 3 
 1 

 1 
 1  L1=229 

 1 

 2  3  5 

 1 
 2 

 4 

 4 

 3 

 1 

 2 

 5 
 5 

 1 

 3 
 4 

 6 

 7 
 2 

 L9=249 

 L6=293  L5=134 
 L1=680 

 3 
 1 

断面修復工

(主桁)

豆板補修工

(主桁)

ひびわれ注入工

(主桁)

ひびわれ注入工

(主桁)

断面修復工

(主桁)

豆板補修工

(主桁)

断面修復工

(主桁)

豆板補修工

(主桁)

ひびわれ注入工

(主桁)

ひびわれ注入工

(主桁)

断面修復工

(主桁)

豆板補修工

(主桁)

G6G6

C1 C2P1

A1

至 多古町至 香取市

A2

下流側

上側

下側

上流側

上側

下側

主桁 G6

P1

P1

ひびわれ注入工

(主桁)

ひびわれ充填工

(主桁)

断面修復工

(主桁)

豆板補修工

(主桁)

断面修復工

(主桁)

豆板補修工

(主桁)

ひびわれ充填工

(主桁)

ひびわれ注入工

(主桁)

 L1=351 

 L2=118 

 L3=329 

 L4=137 

 L5=285  L6=312 

 L1=220 

 L2=247 
 L3=168  L4=281 

 L5=130  L6=477 
 L7=206 

 L8=1149  L9=341 

 L1=227 

 L2=315 
 L3=330 

 L4=263 

 L5=1199 

 L6=426 

 L7=407 

 L8=484 

 L9=441  L10=358  L11=201  L12=292 

 L13=402 
 L14=628 

 L15=212 

 L16=190 

 L1=518 

ひびわれ充填工

(主桁)

 L1=997 

 T-300x100 

 H-1900x50 

 H-650x50 
 U-2050x50 

 T-200x100  H-200x100 

 H-5-50x50(2-6) 
 U-750x100 

 U-600x100 

 T-100x50  H-250x50  H-350x50 

 H-100x100 

 H-250x50 
 H-150x150 

 H-100x100 

 U-400x100  U-1000x100 

 H-350x50 

 H-50x100 
 U-2000x100 

 T-300x600 

 T-200x200 
 T-100x150 

 T-100x200 
 T-150x200 

 T-200x250 
 U-800x100 

 T-250x100  H-200x50  U-400x150 

 H-750x100

 H-400x150 

 H-200x150 

 U-150x100  U-200x100 

 U-350x150  U-850x150 

 H-300x50 

 T-100x100  H-250x100 
 H-400x50 

 H-100x150 

 U-100x100 

 T-100x500 

 T-100x100  T-100x150 
 T-250x100 

 T-200x150  H-1700x50  H-550x50 

 H-350x50  H-1250x50 

 H-1000x50 

 U-300x50 

 U-100x150 

 M-850x150 

 M-1050x100 

 M-800-100 
 M-300x300 

 M-150x100 

 M-800x150 

 M-100x200 

 M-250x100  M-1300x50 

 M-2-50x50 

 M-2-300x100 
 M-650x100  M-100x100 

 M-400x100 

 M-100x100 

 M-450x100 

 M-600x50  M-1850x100  M-450x150 

 M-100x150 

 M-600x150 

 M-500x100 

 M-300x100 

 M-350x370  M-200x250  M-250x200 

 M-2-200x100 

 M-100x100 
 M-300x50  M-100x150 

 M-2-200x100 

 M-1050x100 

 M-200x100 
 M-700x100 

 M-300x370 

 M-100x100 
 M-450x50 

 M-100x50  M-100x100  M-300x100 

 M-100x150 

 M-100x100 

 L1=1923 

 L2=1405 

注記）

  1.補修箇所は、必ず現地確認の上で施工を行うこと。

　2.施工に際しては、必ず現地にて補修箇所及び数量を

　　確認の上で行うこと。

  3.詳細図は「コンクリート補修工(その6)」に記載する。

玉造大橋 コンクリート補修工(その3)

鉄筋露出

剥離

打継ぎ

凡例

0.2mm以上のひびわれ うき

豆板

千 葉 県  成 田 土 木 事 務 所

／縮　尺

事業者名

会 社 名

作成年月日

図面番号

工　事　名

図　面　名

道路メンテナンス（橋梁）工事

図示

(玉造大橋補修工)

玉造大橋 コンクリート補修工(その3)

令和 ８ 年度

18 8

工事箇所：香取郡多古町南玉造

路 線 名：主要地方道 佐原八日市場線



豆板補修工

コンクリート面

※砂利は見えるがはつる必要がない程度

ひびわれ補修工

1ひびわれ

1-1 断面

300300 300300

1

樹脂注入工法

1
0
m
m程

度

15mm程度

ひびわれ

Uｶｯﾄ充填工法

鉄 筋

10mm程度

・補修範囲に10mm程度カッターを入れてから施工すること。

・断面修復は、脆弱部をたたき落とした上で実施すること。

・断面修復の際は、鉄筋に防錆処理を施すこと。

・断面修復箇所及び数量は、現地にて確認すること。

注記）

断面修復工
左官工法

・かぶり厚が十分確保できない場合は、補修材を盛ること。

ポリマーセメントモルタル

素地調整工

プライマー塗布

浮き部分、脆弱部の斫り取り

断面修復工

除錆処理、防錆材塗布

カッター入れ

ポリマーセメントモルタル塗布

プライマー塗布

可とう性エポキシ樹脂充填材
シール材

座金

エポキシ樹脂シ－ル材

低圧注入器

エポキシ樹脂注入材

c.t.c 300 pitch

50(幅)×3(厚)×L

玉造大橋 コンクリート補修工(その4)

千 葉 県  成 田 土 木 事 務 所

／縮　尺

事業者名

会 社 名

作成年月日

図面番号

工　事　名

図　面　名

道路メンテナンス（橋梁）工事

図示

令和 ７ 年度

(玉造大橋補修工)

玉造大橋 コンクリート補修工(その4)

18 9

工事箇所：香取郡多古町南玉造

路 線 名：主要地方道 佐原八日市場線

注記）

  1.補修箇所は、必ず現地確認の上で施工を行うこと。

　2.施工に際しては、必ず現地にて補修箇所及び数量を

　　確認の上で行うこと。



(端横桁)
S=1／30橋 下 面

G1G6 G2G3G4G5

正面図

端横桁 A1

下流側 上流側

G1 G6G2 G3 G4 G5

A1側正面図

下流側上流側

端横桁 P1

L=450

 T-150×350  T-2-250×100 

 T-50×150 

 T-200×100 

G1G6 G2G3G4G5

A2側正面図

下流側 上流側

G1 G6G2 G3 G4 G5

正面図

端横桁 A2

下流側上流側

 U-150×100 

 T-200×150 

 T-150×100 

 T-2-150×300 
 H-300×200 

 H-150×150 

 T-50×50 

 T-350×200 

 T-700×250 
 T-2-50×100 

 T-150×150 

 H-150×250 

 T-150×550 

 T-400×500 

 T-500×200 

 T-100×100 
 T-150×300 

 H-300×150 

ひびわれ充填工

(横桁)

断面修復工

(横桁)

断面修復工

(横桁)

ひびわれ注入工

(横桁)

断面修復工

(横桁)

断面修復工

(横桁)

断面修復工

(横桁)

ひびわれ注入工

(横桁)

鉄 筋

10mm程度

・補修範囲に10mm程度カッターを入れてから施工すること。

・断面修復は、脆弱部をたたき落とした上で実施すること。

・断面修復の際は、鉄筋に防錆処理を施すこと。

・断面修復箇所及び数量は、現地にて確認すること。

注記）

断面修復工
左官工法

・かぶり厚が十分確保できない場合は、補修材を盛ること。

ひびわれ補修工

1ひびわれ

300300 300300

1

樹脂注入工法

1
0
m
m程

度

15mm程度

ひびわれ

Uｶｯﾄ充填工法

1-1 断面

L1=0.3×780

L1=0.3×100

ポリマーセメントモルタル

素地調整工

プライマー塗布

浮き部分、脆弱部の斫り取り

断面修復工

除錆処理、防錆材塗布

カッター入れ

シール材

座金

プライマー塗布

可とう性エポキシ樹脂充填材

エポキシ樹脂シ－ル材

低圧注入器

エポキシ樹脂注入材

c.t.c 300 pitch

50(幅)×3(厚)×L

G6

G5

G4

G3

G2

G1

A1

至 多古町至 香取市

P1

70
°
0'
0"

5
0
0

5
×

10
2
0
=
5
1
00

5
0
0

6
1
0
0

橋　長　16750

10 10桁　長　8360 桁　長　836010

4180 4180 41804180

位 置 図 S=1／100

C1 C2 A2

玉造大橋 コンクリート補修工(その5)

うき

鉄筋露出

剥離

凡例

0.2mm以上のひびわれ

漏水・遊離石灰露出を伴うひびわれ

千 葉 県  成 田 土 木 事 務 所

／縮　尺

事業者名

会 社 名

作成年月日

図面番号

工　事　名

図　面　名

道路メンテナンス（橋梁）工事

図示

(玉造大橋補修工)

玉造大橋 コンクリート補修工(その5)

1810

令和 ８ 年度

工事箇所：香取郡多古町南玉造

路 線 名：主要地方道 佐原八日市場線

注記）

1.補修箇所は、必ず現地確認の上で施工を行うこと。

2.施工に際しては、必ず現地にて補修箇所及び数量を

　確認の上で行うこと。



(中間横桁)
S=1／30橋 下 面

G1 G6G2 G3 G4 G5

A1側正面図

A2側正面図

下流側 上流側

下流側上流側

中間横桁 C2

G1G6 G2G3G4G5

G1 G6G2 G3 G4 G5

A1側正面図

A2側正面図

下流側 上流側

下流側上流側

中間横桁 C1

G1G6 G2G3G4G5

 U-400×50 

 U-200×150 

下流側上流側

G6G5G4G3G2G1

C1
A1

P1

下流側上流側

G6G5G4G3G2G1

C2
P1

A2

 U-700×100 

 U-150×100 

平面図 平面図

 H-230×150 

 U-100×150 

 H-50×50  H-100×150 

 U-100×300 

 H-100×100 

A A

(A - A)

B B

(B - B)

 U-500×50 

 U-500×50 

 U-700×100 

断面修復工

(横桁)

ひびわれ注入工

(横桁)

断面修復工

(横桁)

ひびわれ注入工

断面修復工

(横桁)

ひびわれ注入工

ひびわれ注入工

(横桁)

断面修復工

(横桁)

ひびわれ注入工

(横桁) (横桁)

断面修復工

(横桁)

ひびわれ注入工

(横桁)(横桁)

鉄 筋

10mm程度

・補修範囲に10mm程度カッターを入れてから施工すること。

・断面修復は、脆弱部をたたき落とした上で実施すること。

・断面修復の際は、鉄筋に防錆処理を施すこと。

・断面修復箇所及び数量は、現地にて確認すること。

注記）

断面修復工
左官工法

・かぶり厚が十分確保できない場合は、補修材を盛ること。

ひびわれ補修工

1ひびわれ

300300 300300

1

樹脂注入工法

1-1 断面

L1=0.2×350

L1=0.3×350

L1=0.3×230

L1=0.25×200

L2=0.2×200

L3=0.25×150 L4=0.5×150

L1=0.4×300

L2=0.3×300
L3=0.6×250

L=0.3×150

L1=0.4×230
L2=0.5×100

ポリマーセメントモルタル

素地調整工

プライマー塗布

浮き部分、脆弱部の斫り取り

断面修復工

除錆処理、防錆材塗布

カッター入れ

シール材

座金

エポキシ樹脂シ－ル材

低圧注入器
c.t.c 300 pitch

50(幅)×3(厚)×L

エポキシ樹脂注入材

G6

G5

G4

G3

G2

G1

A1

至 多古町至 香取市

P1

70
°
0'
0"

5
0
0

5
×

10
2
0
=
5
1
00

5
0
0

6
1
0
0

橋　長　16750

10 10桁　長　8360 桁　長　836010

4180 4180 41804180

位 置 図 S=1／100

C1 C2 A2

玉造大橋 コンクリート補修工(その6)

うき

剥離

凡例

0.2mm以上のひびわれ

千 葉 県  成 田 土 木 事 務 所

／縮　尺

事業者名

会 社 名

作成年月日

図面番号

工　事　名

図　面　名

道路メンテナンス（橋梁）工事

図示

(玉造大橋補修工)

玉造大橋 コンクリート補修工(その6)

1811

令和 ８ 年度

工事箇所：香取郡多古町南玉造

路 線 名：主要地方道 佐原八日市場線

注記）

1.補修箇所は、必ず現地確認の上で施工を行うこと。

2.施工に際しては、必ず現地にて補修箇所及び数量を

　確認の上で行うこと。



(床版下面、張出床版、地覆下面)
S=1／30橋 下 面

G6

G5

G4

G3

G2

G1G1

G2

G3

G4

G5

G6

上
流

側
下

流
側

C1 C2

栗
山
川
支
流

P1

A1

至 多古町

A2

至 香取市

 1 

 2 

 6 
 9  10  11  12 

 13 
 1 

 7 

 5 
 8  1 

 2 

3

 3 

 4 

 1 

 1 
 2  5 

 6 
 3  4 

 1  1 

 1 

 1 
 1 

 2 
 2 

 H-150x100 
 2 

 1 

 1  2 

 T-150x400 
 3 

 4  1  1 

 2 

 4 

 3  1 
 5 

 6 

 7 

 1 

 L1=737 

 1 

 1 

 1 
 1  3 

 2 

 4  2  5  6 

 3 
 2 

 7  8 

 4 

 9 
 10 

 11 

 5  L4=212 
 L3=87 

 L2=109 
 L1=94 

3
 2 1

 1 

5

 1  1  2 

 3  4 

 5  6 
 7 

 8 

 11  12 
 21  9  10 

 13  14  15 
 16 

 17 
 18  19  20  22 

 23 

 T-100x100 
 1 

 1 

 L1=877 
 1 

 2 

 1 

 3 

 1 

 1 

 2  2 
 1 

 L8=791

1
 3 

 1 

 2 

 1  2 

 3 

 4 
 1 

 2 

 1 

 2 
 L1=625 

 2 

 1 

 3 

 5  4 

 6 

 1 

 1 
 1  3  5  6 

 7  8  9 
 1 

2

 1  2 
 4  10 

 L9=545

豆板補修工

コンクリート面

※砂利は見えるがはつる必要がない程度

ひびわれ補修工

1ひびわれ

300300 300300

1

樹脂注入工法

1
0
m
m程

度

15mm程度

ひびわれ

Uｶｯﾄ充填工法

鉄 筋

10mm程度

・補修範囲に10mm程度カッターを入れてから施工すること。

・断面修復は、脆弱部をたたき落とした上で実施すること。

・断面修復の際は、鉄筋に防錆処理を施すこと。

・断面修復箇所及び数量は、現地にて確認すること。

注記）

断面修復工
左官工法

・かぶり厚が十分確保できない場合は、補修材を盛ること。

断面修復工

(床版)

ひびわれ注入工

(床版)

豆板補修工

(床版)

断面修復工

(床版)

ひびわれ充填工

(床版)

ひびわれ充填工

(床版)

ひびわれ注入工

(床版)

断面修復工

(床版)

豆板補修工

(床版)

断面修復工

(床版)

ひびわれ注入工

(床版)

ひびわれ充填工

(床版)

豆板補修工

(床版)

ひびわれ充填工

(床版)

ひびわれ注入工

(床版)

断面修復工

(床版)

断面修復工

(床版)

1-1 断面

 L1=157  L2=118  L3=111  L4=151 

 L5=158 

 L1=150 

 L2=259 

 L3=300 

 L1=446  L2=277 

 L1=249 

 L2=183 

 L1=330  L2=141 

 L3=185 

 L5=106 
 L6=304 

 L7=124 

 L8=194 

 L2=1777 

 L3=908 

 L4=164 

 L1=2331 

 L2=1109 

 L3=350  L4=366 

 L5=643

 L6=540  L7=330 

 L2=179 

 L3=1120 

 L4=220 

 L1=979

 L2=686 

 L3=277  L4=729 

 L5=168 

 L6=112 

 L7=161 

 L8=613

 L9=586

 L10=195 

 L1=977 

 L1=1113 
 L2=380 

 L3=183 

 L1=789 

 L1=284 

 L1=86  L2=96  L3=401 

 L1=201 
 L2=355 

 L1=1786 

 L2=1102 

 T-150x150 

 T-500x50 

 T-250x150 

 T-400x50 

 T-1850x200 

 T-300x200 

 T-450x150 

 T-200x200 

 T-2-50x150  T-2-100x100  T-950x150 
 H-2-50x50 

 H-150x200 

 U-300x100 

 U-2-50x50 

7

 8 

 9 

 10 

 11  12 

 13 
 14  15 

 T-4-100x100(1-4) 
 T-100x200 

 T-100x150 

 T-100x100 

 T-300x250 

 T-100x150 

 T-450x250 

 T-100x100  T-350x350 

 T-100x200 

 T-200x200  T-400x450 

 U-400x250 

 2 
 U-100x100 

 T-150x350 
 2 

 3 

 4  5 

 6 

 7  T-100x250 

 T-100x100 

 T-200x250  T-250x350 

 T-2-100x350 

 2 3

 U-150x200 

 U-150x350  U-450x350 

 T-250x400 

 T-150x250 

 U-100x100 

 U-450x450 

 3 

 U-450x350 

6

7 8 9

 T-200x200 

 T-100x350  T-350x350 

 T-450x250 
 T-150x150 

 T-300x300 T-450x400

T-700x300 H-150x50 
2

3
4

5

6 7

8

9 10 11

12

13 14

15

 U-100x150 

 U-450x200 

 U-3-150x150 

 U-400x250 

 U-100x150 
 U-300x100 

 U-900x150 

 U-500x400 
 U-1100x100 

 U-150x550 

 U-900x50 

 U-100x300  U-900x150 

 U-100x300 

8

9 10

11

 T-150x500 

 T-300x200 

 T-150x500 

 T-650x350 

 T-150x200 
 T-150x150 

 T-100x250 

 T-100x100 

 T-1050x350  T-250x300 

 T-650x400 

 H-450x50 

 U-150x100 

 U-350x350 2

3

 U-200x150 

 T-1500x100 
 T-100x50 

 T-50x100 

 T-250x100 

 T-100x100 

 T-300x100  T-200x100 

 T-250x100 

 T-300x100 
 T-300x200 

 T-150x150 

 H-50x50 

 H-300x100 

 H-50x50  H-600x50  H-200x150 
 U-100x100 

 T-8-100x100(1-8) 
 T-150x100 

 T-6-100x100(10-15) 

 T-150x100 

 T-5-100x100(17-21) 
 T-150x100 

 T-100x100 
 U-50x50 

2

3

 H-50x50 
 H-400x50 

 H-100x100 

 U-450x350 

3

4 5 H-650x50 
 H-650x100 

 H-450x100 

 H-100x100 

 H-300x100 

 U-100x200 

2

3

4

5

 U-350x250 

 U-600x200 

 U-350x150 

 U-150x150 

 H-850x100 

2
 H-200x50  U-100x250 

 U-450x50  U-200x150 
4

5

 U-500x50 
 U-1350x250 

 T-700x350 

 T-100x150 

 T-100x100 

 T-10-100x100(1-10)  H-250x50 
 H-100x50  U-100x200 

 M-400x100 

 M-150x200 

 M-250x150 

 M-50x50 

 M-250x150 

 M-1000x250  M-250x100 

3

4 M-850x50 
 M-150x100 

 M-700x150 

 M-100x200 

3 4

5

6

 M-1250x350  M-1500x300  M-750x100  M-150x150 

 M-1000x150 

 M-300x100 

7
 M-550x150 

5 6

7

8

9

10

 M-850x500 

 M-250x130  M-600x150 

 M-150x100 

 M-650x100 

 M-100x100 

 M-2150x200 

 M-500x200 

 M-900x450 
 M-1200x300 

 M-150x130  M-400x300 

 M-600x150  M-2-100x100  M-250x200 

 M-800x50 

ポリマーセメントモルタル

素地調整工

プライマー塗布

浮き部分、脆弱部の斫り取り

断面修復工

除錆処理、防錆材塗布

カッター入れ

ポリマーセメントモルタル塗布

シール材

座金
プライマー塗布

可とう性エポキシ樹脂充填材

エポキシ樹脂シ－ル材

低圧注入器

エポキシ樹脂注入材

c.t.c 300 pitch

50(幅)×3(厚)×L

玉造大橋 コンクリート補修工(その7)

うき

鉄筋露出

剥離

打継ぎ

凡例

0.2mm以上のひびわれ

漏水・遊離石灰露出を伴うひびわれ

豆板

注記）

1.補修箇所は、必ず現地確認の上で施工を行うこと。

2.施工に際しては、必ず現地にて補修箇所及び数量を

　確認の上で行うこと。

千 葉 県  成 田 土 木 事 務 所

／縮　尺

事業者名

会 社 名

作成年月日

図面番号

工　事　名

図　面　名

道路メンテナンス（橋梁）工事

図示

(玉造大橋補修工)

玉造大橋 コンクリート補修工(その7)

令和 ８ 年度

1812

工事箇所：香取郡多古町南玉造

路 線 名：主要地方道 佐原八日市場線



A1
A2

(B - B)

平 面 図
(C - C)

(A - A)
下流側 側面図

A2
A1

下流側

至 多古町至 香取市 至 多古町 至 香取市

G6 G5 G4 G3 G2 G1

上流側

A1
A2

 M-1500×300 

下 部 工 S=1／30

A1橋台

正面展開図

下流側 上流側

A B

G1G6 G2G3G4G5

A B

 1 

 2 

 3 

 8 

 9 

 11 

 12 

 1 

 B-150x100 
 1 

 4  5 

 6 

 10 

2

 7 

豆板補修工

(下部工)

豆板補修工

(下部工)

断面修復工

(下部工)

ひびわれ充填工

(下部工)

豆板補修工

コンクリート面

※砂利は見えるがはつる必要がない程度

ひびわれ補修工

1
0
m
m程

度

15mm程度

ひびわれ

Uｶｯﾄ充填工法

鉄 筋

10mm程度

・補修範囲に10mm程度カッターを入れてから施工すること。

・断面修復は、脆弱部をたたき落とした上で実施すること。

・断面修復の際は、鉄筋に防錆処理を施すこと。

・断面修復箇所及び数量は、現地にて確認すること。

注記）

断面修復工
左官工法

・かぶり厚が十分確保できない場合は、補修材を盛ること。

上流側 側面図

 L1=136 

 L2=178 

 L3=296 

 H-100x300 

 H-100x100 

 M-100x800 

 M-1150x100 

 M-100x200 

 M-100x100 

 M-900x100  M-450x100  M-450x100 

 M-200x300 

 M-950x300 

 M-100x350 

 M-1000x400 

 M-100x600 

ポリマーセメントモルタル

素地調整工

プライマー塗布

浮き部分、脆弱部の斫り取り

断面修復工

除錆処理、防錆材塗布

カッター入れ

プライマー塗布

可とう性エポキシ樹脂充填材

ポリマーセメントモルタル塗布

玉造大橋 コンクリート補修工(その8)

剥離

凡例

漏水・遊離石灰露出を伴うひびわれ

豆板

千 葉 県  成 田 土 木 事 務 所

／縮　尺

事業者名

会 社 名

作成年月日

図面番号

工　事　名

図　面　名

道路メンテナンス（橋梁）工事

図示

(玉造大橋補修工)

玉造大橋 コンクリート補修工(その8)

1813

令和 ８ 年度

工事箇所：香取郡多古町南玉造

路 線 名：主要地方道 佐原八日市場線

注記）

1.補修箇所は、必ず現地確認の上で施工を行うこと。

2.施工に際しては、必ず現地にて補修箇所及び数量を

　確認の上で行うこと。



G6G5G4G3G2G1

P1
A1

A2

平 面 図
(B - B)

下流側上流側

 H-500×450 
 H-650×450 

G1

P1
A1

A2

上
流

側

 M-550×600 

P1
A1

下 部 工 S=1／30

P1橋脚

下流側上流側
(A - A)

C

A B
至 多古町 至 香取市

G1 G6G2 G3 G4 G5

C

A B

A2

 2 

 1 

 L3=348 

 L2=740 

 L1=373 

3

 4 

 1 

 2  3  6 

 7 

 5 

8ひびわれ充填工

(下部工)

豆板補修工

(下部工)

豆板補修工

(下部工)

ひびわれ注入工

(下部工)

ひびわれ充填工

(下部工)

豆板補修工

(下部工)

断面修復工

(下部工)

ひびわれ充填工

(下部工)

豆板補修工

コンクリート面

※砂利は見えるがはつる必要がない程度

鉄 筋

10mm程度

・補修範囲に10mm程度カッターを入れてから施工すること。

・断面修復は、脆弱部をたたき落とした上で実施すること。

・断面修復の際は、鉄筋に防錆処理を施すこと。

・断面修復箇所及び数量は、現地にて確認すること。

注記）

断面修復工
左官工法

・かぶり厚が十分確保できない場合は、補修材を盛ること。

ひびわれ補修工

1ひびわれ

300300 300300

1

樹脂注入工法

1
0
m
m程

度

15mm程度

Uｶｯﾄ充填工法

1-1 断面

C - C

L1=200

 M-2400×500 

 M-6550x1500 

 L1=354 

 L2=700 

上流側 側面図

正面展開図(A1側)

 L1=1459 

 M-250x150 

 M-600x100  M-750x100 

 M-50x300 

 M-250x50  M-400x50 

 M-250x100 

 M-300x100 

 M-500x800 

ポリマーセメントモルタル

素地調整工

プライマー塗布

浮き部分、脆弱部の斫り取り

断面修復工

除錆処理、防錆材塗布

カッター入れ

ポリマーセメントモルタル塗布

シール材

座金

プライマー塗布

可とう性エポキシ樹脂充填材

ひびわれ

エポキシ樹脂シ－ル材

低圧注入器

エポキシ樹脂注入材

c.t.c 300 pitch

50(幅)×3(厚)×L

玉造大橋 コンクリート補修工(その9)

剥離

打継ぎ

凡例

0.2mm以上のひびわれ

漏水・遊離石灰露出を伴うひびわれ

豆板

千 葉 県  成 田 土 木 事 務 所

／縮　尺

事業者名

会 社 名

作成年月日

図面番号

工　事　名

図　面　名

道路メンテナンス（橋梁）工事

図示

(玉造大橋補修工)

玉造大橋 コンクリート補修工(その9)

令和 ８ 年度

1814

工事箇所：香取郡多古町南玉造

路 線 名：主要地方道 佐原八日市場線

注記）

1.補修箇所は、必ず現地確認の上で施工を行うこと。

2.施工に際しては、必ず現地にて補修箇所及び数量を

　確認の上で行うこと。



G6

P1
A2

A1

下
流

側

B - B

(B - B)
P1

A1

至 多古町至 香取市

A2

下 部 工 S=1／30

P1橋脚

正面展開図(A2側)下流側 上流側

AB

G1G6 G2G3G4G5

AB

 1 
 9 

 M-100x100 

 2 

 3 

 4 

 5  7 

 8 

 6 
 1 

ひびわれ充填工

(下部工)

豆板補修工

(下部工)

豆板補修工

(下部工)

ひびわれ充填工

(下部工)

ひびわれ注入工

(下部工)

ひびわれ充填工

(下部工)

豆板補修工

コンクリート面

※砂利は見えるがはつる必要がない程度

ひびわれ補修工

1ひびわれ

300300 300300

1

樹脂注入工法

1
0
m
m程

度

15mm程度

ひびわれ

Uｶｯﾄ充填工法
1-1 断面

L1=200

 M-550x500 

 M-2600x250 
 L1=512 

 L1=242 

 L2=206  L3=148 

 L4=352  L1=426 
 L2=209 

 L3=610 

 L4=241 

 L5=394 

 M-600x50 

 M-900x50 

 M-450x50 

 M-1400x50 

 M-6550x1500 

 M-650x50 

 M-450x300 

下流側 側面図

シール材

座金

プライマー塗布

可とう性エポキシ樹脂充填材

ポリマーセメントモルタル塗布

エポキシ樹脂シ－ル材

低圧注入器

エポキシ樹脂注入材

c.t.c 300 pitch

50(幅)×3(厚)×L

玉造大橋 コンクリート補修工(その10)

凡例

0.2mm以上のひびわれ

漏水・遊離石灰露出を伴うひびわれ

豆板

千 葉 県  成 田 土 木 事 務 所

／縮　尺

事業者名

会 社 名

作成年月日

図面番号

工　事　名

図　面　名

道路メンテナンス（橋梁）工事

図示

(玉造大橋補修工)

玉造大橋 コンクリート補修工(その10)

1815

令和 ８ 年度

工事箇所：香取郡多古町南玉造

路 線 名：主要地方道 佐原八日市場線

注記）

1.補修箇所は、必ず現地確認の上で施工を行うこと。

2.施工に際しては、必ず現地にて補修箇所及び数量を

　確認の上で行うこと。



G6G5G4G3G2G1

A2
A1

至 多古町 至 香取市

(A - A)
上流側 側面図

A2
A1

至 多古町至 香取市

下流側上流側

平 面 図
(C - C)

A2
A1

(B - B)
下流側 側面図

G1 G6G2 G3 G4 G5

下 部 工 S=1／30

A2橋台

正面展開図

 1 

 9 

 3 

 4 

 5 

 6  8 

 7 
 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 2 

 1 

断面修復工

(下部工)

断面修復工

(下部工)

ひびわれ充填工

(下部工)

ひびわれ充填工

(下部工)

ひびわれ注入工

(下部工)

豆板補修工

(下部工)

豆板補修工

コンクリート面

※砂利は見えるがはつる必要がない程度

ひびわれ補修工

1ひびわれ

300300 300300

1

樹脂注入工法

1
0
m
m程

度

15mm程度

ひびわれ

Uｶｯﾄ充填工法

鉄 筋

10mm程度

・補修範囲に10mm程度カッターを入れてから施工すること。

・断面修復は、脆弱部をたたき落とした上で実施すること。

・断面修復の際は、鉄筋に防錆処理を施すこと。

・断面修復箇所及び数量は、現地にて確認すること。

注記）

断面修復工
左官工法

・かぶり厚が十分確保できない場合は、補修材を盛ること。

1-1 断面

下流側上流側

下流側上流側

A B

A B

 U-100×300 

 L1=497 

 L2=160 

 L1=387 
 L2=1026 

 H-100x100 

 M-150x150 

 M-100x150 

 M-450x100  M-1300x50 

 M-150x50  M-500x50 

 M-1000x200 

 M-200x50 

 M-300x150 

 M-800x50 

 M-100x100 

 M-200x100 

 M-100x150 

 M-100x150 

ポリマーセメントモルタル

素地調整工

プライマー塗布

浮き部分、脆弱部の斫り取り

断面修復工

除錆処理、防錆材塗布

カッター入れ

ポリマーセメントモルタル塗布

シール材

座金

プライマー塗布

可とう性エポキシ樹脂充填材

エポキシ樹脂シ－ル材

低圧注入器

エポキシ樹脂注入材

c.t.c 300 pitch

50(幅)×3(厚)×L

玉造大橋 コンクリート補修工(その11)

うき

剥離

打継ぎ

凡例

0.2mm以上のひびわれ

漏水・遊離石灰露出を伴うひびわれ

豆板

千 葉 県  成 田 土 木 事 務 所

／縮　尺

事業者名

会 社 名

作成年月日

図面番号

工　事　名

図　面　名

道路メンテナンス（橋梁）工事

図示

(玉造大橋補修工)

玉造大橋 コンクリート補修工(その11)

1816

令和 ８ 年度

工事箇所：香取郡多古町南玉造

路 線 名：主要地方道 佐原八日市場線

注記）

1.補修箇所は、必ず現地確認の上で施工を行うこと。

2.施工に際しては、必ず現地にて補修箇所及び数量を

　確認の上で行うこと。



玉造大橋 洗掘部補修工

下流側上流側

m3

袋

土量

3day 7day 28day

5 5.3 230 0.0 7.9 24.3 41.1

20 5.1 255 0.0 22.6 35.7 45.2

30 4.9 280 0.0 30.4 40.5 48.2

水中作成供試体・圧縮強度

(N/mm2)

水中非分

離モルタ

ル 20kg/
袋（プレ

ミックス
タイプ）

ブリ－
ディング

率(％)

テーブル
フロー値

JISコー
ン引き抜

き5分後

(mm)

練混ぜ水
量(kg)

養生温度
(℃)

モルタル

A2橋台

㎡ 0.72

㎡ 1.08

m3 0.14

工種 規格 単位

プレミックス型

下地処理

型枠

モルタル

A2橋台正面図 S=1／30 仮締切工 側面図 S=1／30

洗掘部充填工数量

水中非分離モルタル性能表(参考)

7200

1
0
0

500

1
0
0

200

仮締切工 平面図 S=1／30

下流側上流側

1
5
0

2
0
0

7200

5
0
0

送水用ホース

規格 単位 数量

サクションホース 呼び径200mm,長さ10m

備考

　1本

本100m巻,口径200mm サニーホース同等品　1

主要資機材表

水中ポンプ 基φ200,出力11kw   1 吐出し量4.0m3/min

※水路規模により想定

水中ポンプ 11kw

洗掘部補修工

洗掘部補修工

(水中非分離モルタル注入)

洗掘部補修工

型枠

(水中非分離モルタル注入)

数量

(水中非分離モルタル注入)

大型土嚢

大型土嚢

大型土のう 35

29.16

名称

規格 単位 数量

仮締切工数量

名称

サクションホース

A1 P1

洗掘部補修工

A2

補修箇所図 S=1／150

210
0

千 葉 県  成 田 土 木 事 務 所

／縮　尺

事業者名

会 社 名

作成年月日

図面番号

工　事　名

図　面　名

道路メンテナンス（橋梁）工事

図示

(玉造大橋補修工)

玉造大橋 洗掘部補修工

1817

令和 ８ 年度

工事箇所：香取郡多古町南玉造

路 線 名：主要地方道 佐原八日市場線

注記）

1.補修工事に先立って、必ず現地計測を行い、

　補修数量と現地状況を確認すること。



玉造大橋 足場参考図

側 面 図 S=1／80

至 多古町橋　長　16750

10 高欄長 16865 20

至 香取市

平 面 図 S=1／80

A1 A2

420420

10 10

P1

桁　長　8360 桁　長　836010

桁 下 面

G6

G5

G4

G3

G2

G1

A1

至 多古町

A2

至 香取市

P1

70
°
0'
0"

70
°
0'
0"

栗
山
川
支
流

5
0
0

5
×

10
2
0
=
5
1
00

5
0
0

6
1
0
0

橋　長　16750

10 10桁　長　8360 桁　長　836010

4180 4180 41804180

6491

C1 C2

15000

地覆足場

吊り足場

地覆足場

吊り足場

G1 G2 G3 G4 G5 G6

上流側

断 面 図 S=1／30

350

6100

3505400

下流側

7700足場板 安全ネット

板張り防護

吊りチェーン

吊り足場面積

幅(m) 延長(m) 面積(m2)

合　計

箇所

15.000 1A1～A2

面数

千 葉 県  成 田 土 木 事 務 所

／縮　尺

事業者名

会 社 名

作成年月日

図面番号

工　事　名

図　面　名

道路メンテナンス（橋梁）工事

図示

(玉造大橋補修工)

玉造大橋 足場参考図

令和 ８ 年度

1818

工事箇所：香取郡多古町南玉造

路 線 名：主要地方道 佐原八日市場線

注記）

7.700 115.5

115.5

1.足場架設の際は、必要に応じて積載荷重を検討し、

2.足場架設の際は、現地状況及び寸法を確認の上行うこと。

安全であることを確認のうえで施工にあたること。

3.足場には安全ネット及び養生ｼｰﾄなどの措置を行うこと。


